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評価結果の総合所見 

本課題は、畜産現場における RNA ウイルス感染症のオンサイト検出の実現に向け、簡便かつ安価

な検出法の開発を目指すものである。 

当初の目標は達成しているが、特許戦略の面から次の研究開発に移行できるかは課題が残った。

具体的な企業との連携を進めており、今後の取り組み次第では次の研究開発フェーズに進める可能

性がある。 

RHa-RCA 法を基盤にしたウイルス感染症検出技術を開発し、目視確認可能な高感度システムを構

築した点は優れている。一方、実用化に向けた特許出願が十分ではなかったと認められる。 

今後は、企業との連携強化や特許取得を進め、畜産・医療現場での普及に向けた実用化課題の解

決を加速することを期待する。 
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